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令和７年度宇都宮市社会福祉審議会全体会 会議録 

 

■ 日時 令和８年３月１７日（火）午後３時～３時３５分 

 

■ 場所 宇都宮市中央市民活動センター６Ｆ ６０１大ホール 

 

■ 議事 （１）報告事項 

令和７年度専門分科会調査審議結果について 

（２）調査審議事項 

令和８年度全体会及び専門分科会調査審議予定案件について 

 
■ 出席者 

【委員】 

岡本源二郎委員，中塚英範委員，成島隆裕委員，福田久美子委員，三條安子委員，唐木

成仁委員，塩澤達俊委員，手塚英和委員，麦倉仁巳委員，佐々木洋二委員，釼持幸子委

員，鈴木真木委員，清水孝一委員，興野憲史委員，中澤和男委員，浜野修委員，岩井俊

宗委員，石原雅行委員，高橋久雄委員，安藤明秀委員，小松整洸委員，木村由美子委員，

小林紀夫委員，小笠原弘委員，池本喜代正委員，石井大一朗委員，下妻久男委員，松本

カネ子委員，檜山和子委員，小林雅彦委員，朝野春美委員 （３１名） 

【事務局】 

[保健福祉部] 保健福祉部長 

[保健福祉総務課]保健福祉総務課長，保健福祉総務課長補佐， 

企画グループ係長，職員３名 地域共生推進室長，係長，職員１名  

[高齢福祉課]高齢福祉課長，企画グループ 職員１名  

[障がい福祉課] 障がい福祉課長，企画グループ 職員１名 

 

■ 公開・非公開の別 公開 

 

■ 傍聴者 無 

 

■ 会議経過 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 議 事 

（１）報告事項 
〇令和７年度専門分科会調査審議結果について各分科会長から報告 
・民生委員審査専門分科会  
・障がい者福祉専門分科会 
・高齢者福祉専門分科会 
・地域福祉専門分科会 
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（２）調査審議事項 
〇令和８年度全体会及び専門分科会調査審議予定案件について事務局より説明し，各

委員了承 
５ その他 
６ 閉 会 

 

≪発言要旨≫ 

４ 議事 

（１）報告事項 

〇令和７年度専門分科会調査審議結果について 

発言者 内容 

民生委員審査専門分科会 

小林委員 

 

事務局 

(保健福祉総務課長) 

 

欠員が出ている地域の場合，民生委員の役割は誰が担っているのか。 

 

地区ごとに対応は様々であるが，隣接する民生委員が手分けして対応

している。 

障がい者福祉専門分科会 

 意見・質問等なし 

高齢者福祉専門分科会 

 意見・質問等なし 

地域福祉専門分科会 

 意見・質問等なし 

 

（２）調査審議事項 

〇令和８年度 全体会及び専門分科会調査審議予定案件について 

発言者 内容 

民生委員審査専門分科会 

 意見・質問等なし 

 

５ その他 

発言者 内容 

石井委員 

 

 

 

池本委員長 

 

 

 

これから５年１０年先を見据えたときに，対処すべき新たなニーズや

テーマを出し合って共有する機会があれば，市側での課題認識や予算

化などにも繋がり，市全体の社会福祉がより充実するのではないか。 

 

各専門分科会において，提案あるいは詰めていく内容であろうかと思

われるため，ぜひ来年度の各専門分科会において，各領域の内外にお

ける問題等についてご審議いただければと思う。 
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岩井委員 

 

 

 

 

 

 

 

池本委員長 

 

 

 

 

興野委員 

 

 

 

事務局 

（障がい福祉課長） 

 

 

 

 

福田委員 

近年の若者の動きを見ると，色々なＳＯＳを抱えた若者たちは，ＳＮ

Ｓを利用して情報を得やすくはなっているが，当事者の団体は生まれ

づらくなっている。 

このような審議会の中では，苦しさを抱える人たちの声をしっかりと

受け止められる場面を作ることが必要と思っており，今まさにＳＯＳ

を抱えている方々のグループがあれば，そういった方々を審議会の委

員に加えていけたら良いのではないか。 

 

ＳＮＳの広がりによって，若者がなかなか団体に参加しない現状があ

り，各当事者団体でも構成員などについて様々な検討を行っている。

ぜひ，現状を分析しながら，今後の展開をどうするのかを検討してい

きたいと思う。 

 

参考資料１の，第６次宇都宮市障害者福祉プランの概要版の中で，「本

市の障がい者手帳所持者」という項目に，「平成３０年から令和４年度

末まで」の数値があるが，もう少し新しい数値を掲載すべきと思う。 

 

このプランについては令和６年度に策定したものであり，数値につい

ては，実際の改定作業を行った前年度までの数値を掲載している。 

参考までに，令和６年度末現在の手帳交付者数の数は，身体障害者手

帳所持者数が１４，１７８名，療育手帳の所持者数が５，０５２名，

精神障害者保健福祉手帳の所持者数が６，３００名となっている。 

 

先ほど石井委員から提案があった件は，私も全くそう思う。 

来年度は，障がい福祉サービス計画や，高齢者保健福祉計画などの策

定もあり，その策定の前段階として，「親亡き後の相談」や「認知症」， 

「事業者の人材確保」の実態等について意見交換や共有できる場など

があれば，それを計画に反映できると思う。 

 

 


